
祭

餞儀

が
」 案 内

商売繁盛 交通安全

身体健康 病気平癒

厄除祈願 (男 2542

銀婚奉告 金婚奉告

齢祝い

旅行安全

61歳′女 19 33 37歳 )

心願成就

◎歳旦祭 ……… 1月 1日

◎御用始祭 ……1月 4日

◎左義長祭 …… 1月 中旬
◎初そば打ち式

③節分祭 ………が 3日

◎春季例大祭
前日祭-5月 2日

本国祭…5月 3日

後目祭 5月 4日

◎夏越大祓 …,7月 31日

◎印章焼納祭 …lo月 1日

◎秋季例大祭
前日祭…10月 1日

本国祭…10月 2日

後日祭…10月 3日

◎人形感謝祭 …lo月 下旬

③七五三祝祭 …11月

◎針感謝祭 …… 12月 上旬

◎大祓式 ……… 12月 31日

◎除夜祭

「元気J御守

至金 沢  至 金 沢

■

よ

う

こ

そ

初 宮 詣 七五三詣 成人奉告

学業成就 合格祈願 就職祈願

良縁祈願 安産祈願 家内安全

神
前

結
婚
式

春季例大祭

夏越大祓

人形感謝祭

至敦賀  至米原

立江鷲爆I孟曇1蔀尉6雰λ59⑥鹿准去



佐
佳
枝
廼
社
と
い
う
御
社
名
は
、
御
祭
神
の

一
柱
、
松
平
慶

永
公

（春
嶽
公
）
の
御
命
名
に
よ
り
ま
す
。
福
井
を
お
守
り

す
る
社
、
福
井
を
代
表
す
る
社
と

い
う
意
味
と
、
福
井
が
栄

え
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
お
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

氏
子
崇
敬
者
か
ら
は
、
親
し
み
を
込
め
て

「
さ
か
え
の
み
や

、さ
ん
」
、

「
さ
か
え
み
や
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

（以
下
、
中
段
　
慶
永
公
の
記
さ
れ
た
佐
佳
枝
廼
社
命
名
の
由
来
。

下
段
　
そ
の
書
き
下
し
文
）

轟
髭
ｔ
一

一一一一・・一ｔグ嚢″≒
〈書
き
下
し
文
〉

佐
佳
枝
廼
社
御
宮
初
め
て
建
設
の
企
こ
れ
有
る
時
、

老
生
幸
に
福
井
へ
帰
省
中
、
こ
の
社
号
を
撰
び
候
様

懇
願
に
つ
き
、
佐
佳
枝
廼
社
と
名
を
奉
る
旨
を
云
え

り
。
こ
の
訳
は
、
福
井
の
名
は
足
羽
山
に
鎮
座
の
五

神
あ
り
。
足
羽
神
、
羽
ひ
き
の
神
、
生
井
神
、
栄
井
神
、

綱
井
神
、
継
体
天
皇
を
併
せ
て
祭
る
也
。
栄
も
福
と

同
じ
意
味
也
。
故
福
井
と
名
づ
け
た
る
由
、
そ
れ
故

に
福
井
廼
社
と
い
た
し
度
く
候
え
ど
も
、
福
井
に
も

色
々
の
社
あ
り
。
故
に
差
支
え
を
起
せ
り
。
こ
れ
よ
り
、

栄
福
同
じ
意
味
。
栄
は
、
サ
カ
ヘ
ル
と
も
読
む
。
よ

り
て
万
葉
仮
名
に
て
佐
佳
枝
廼
社
と
号
し
奉
る
也
。

福
井
の
社
と
同
じ
心
也
。

今
佐
佳
枝
神
社
と
書
し
て
は
、
別
に
佐
佳
枝
の
神
と

秀
康
公
に
論
を
奉
る
様
に
聞
え
、
不
都
合
に
候
。
や

は
り
、
佐
佳
枝
廼
社
と
認
め
候
方
穏
当
に
候
。
こ
の

段
説
明
候
也
。

明
治
二
十

一
年
六
月
二
十
六
日

東
照
宮
血
統
八
代

秀
康
公
十
五
世

正
二
位
勲
二
等
　
源
慶
永

謹
書

（花
押
）

松平 慶永 公

松
平

秀
康
公

徳
川

家
康
公
策
昭̈
人
権
３

松
平

慶
永
公
（春
曇
）

土
屋
左
馬
助
正
明
命

（殉
死
、
藩
祖
の
家
臣
で
武
将
）

永
見
右
衛
門
長
次
命

（殉
死
、
藩
祖
の
家
臣
で
武
将
）

吉
田
修
理
義
寛
命

（福
井
城
築
造
総
督

の
武
将
）

藩
祖
秀
康
公
以
来
歴
代
藩
主
に
よ
り
稲
荷

大
明
神
と
仰
が
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
県
内

外
の
商
工
業
者
の
厚
い
崇
敬
が
あ
る
。
社
殿
は
、

昭
和
二
十
年
の
福
井
空
襲
で
焼
失
し
た
が
、

昭
和
三
十
五
年
五
月
、
葵
敬
神
婦
人
会
稲
荷

講
の
講
員
三
百
数
十
名
の
奉
賛
に
よ
り
復
興

し
た
。
尚
、
現
在
の
社
殿
は
、
昭
和
三
十
五

年
五
月
、
京
都
下
鴨
鎮
座
の
三
井
家
祖
霊
社

顕
名
霊
社
本
殿
を
、
所
有
者

加
藤
尚
氏
の
寄
附
で
移
築
し

た
も
の
で
あ
る
。
当
初
、
境

内
の
北
東
部
に
末
社
祖
霊
殿

と
し
て
奉
斎
さ
れ
て
あ

つ
た

の
を
、
再
開
発
事
業
で
佐
佳

枝
廼
社
本
殿
始
め
境
内
全
て

の
施
設

の
御
造
替
に
際
し
、

平
成
四
年
現
在
地
に
移
設
、

稲
荷
大
明
神
を
お
祀
り
す
る

に
至

っ
た
。

聾
裔
聾
露

躯
稚
荷り
神
社

じ

ん
　

じ

ゃ

中根 雪江翁

中根雪江翁顕彰碑

中根雪江は、藩主慶永公の下藩政改革 に参与

し、公が政治総裁職 になると公武合体策 に従

事、慶永公の第一の近臣と して幕末維新の日

本の政治に貢献 した。雪江の事績を称え、慶永

公が御揮竃、勝海舟が撰文 したこの碑は、明治

二十五年の建立である。


